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行政と社協が協働して
地域福祉を推進
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岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
市
町
村
社
会

福
祉
協
議
会
部
会
の「
地
域
福
祉
活
動
先

進
地
視
察
研
修
」（
研
修
先
は
千
葉
県
鴨
川

市
社
会
福
祉
協
議
会
・
８
月
20
日
～
22
日
）

に
は
、県
内
の
市
町
村
社
協
会
長
ら
17
人

が
参
加
。鴨
川
市
社
協（
服
部
克
巳
会
長
）

が
行
政
と
一
体
的
に
取
り
組
む
地
域
福
祉

活
動
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

鴨
川
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修

に
は
、行
政
か
ら
福
祉
課・健
康
推
進
課・福

祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
幹
部
職
員
と
、

市
社
協
か
ら
会
長
及
び
地
域
福
祉
係
の
職

員
の
ほ
か
、地
区
社
協
会
長
、な
の
花
サ
ポ

ー
タ
ー
の
会
会
長
ら
14
人
が
出
席
。事
業

説
明
の
後
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
テ
ー
マ
▽
行
政
と
市
社
協
が
協
働

し
た
安
心
生
活
創
造
事
業
の
取
り
組
み
▽

鴨
川
市
に
お
け
る
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み
を
中
心
に
、研
修
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
の
中
に

社
協
の
役
割
を
明
確
化

鴨
川
市
社
協
の「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

（
23
年
度
～
27
年
度
）と
行
政
の「
地
域
福

祉
計
画
」（
23
年
度
～
27
年
度
）策
定
は
、と

も
に
２
０
１
１
年
か
ら
歩
調
を
合
わ
せ
て

進
め
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
策
定
作
業
と
連

動
し
て
、国
の
モ
デ
ル
事
業「
安
心
生
活
創

造
事
業
」を
平
成
21
年
度
か
ら
実
施
し
ま

し
た
。安
心
生
活
創
造
事
業（
以
下
、モ
デ

ル
事
業
）と
は
、住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い

て
安
心
し
た
生
活
を
営
む
地
域
づ
く
り
を

「
行
政
」と「
社
協
」が
一
体
で
新
た
な
支
え
合
い
づ
く
り

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
事
業
の
３
原
則
に
は
①
対
象
者

の
把
握
②
支
援
が
必
要
な
人
を
カ
バ
ー
③

新
た
な
自
主
財
源
の
仕
組
み
が
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。

事
業
の
推
進
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、地

域
の
実
態
に
沿
っ
た
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握

か
ら
対
応
ま
で
の
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築

で
す
。こ
う
し
た
中
か
ら
、地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
な
る
専
門
職（
社
会
福
祉

士
）の
必
要
性
と
配
置
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
実
践
、地
域
福
祉
活
動

を
支
え
る
安
定
的
な
財
源
の
確
保
の
難
し

さ
な
ど
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
は
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
、必
要

な
取
り
組
み
を「
地
域
福
祉
計
画
」の
中
に

位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、社
協
の
役
割
を

明
確
化
し
、一
体
的
で
連
動
し
た
取
り
組

み
を
展
開
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
の
実
践
に
当
た
っ
て
は
、

高
齢
化
率
の
高
い
山
村
と
海
岸
部
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
住
民

交
流
会
で
住
民
の
抱
え
る
生
活
課
題
や
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
把
握
。顔
の
見
え

る
つ
な
が
り
の
構
築
を
意
識
し
な
が
ら
、

全
戸
訪
問
調
査
や
地
域
見
守
り
支
援
マ
ッ

プ
づ
く
り
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

住
民
の
立
場
に
立
っ
た

「
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
な
が
ら
、住
民

の
立
場
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
及
び
組
織
整

備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
地

①地域の目標像
誰もが主役で、その人らしく安心・笑顔

で暮らせる鴨川
②「地域福祉活動計画」の基本理念

誰もが主役で、その人らしく安心・笑顔
で暮らせる地域づくり

～ささえあい・ふれあい交流・生きがい
づくり～
③「地域福祉活動計画」を推進する上で

大切にすること
地域福祉活動とは、地域に暮らす住民

が地域にある課題やこうなったらいいな
ということを人や物やサービスなどの地
域資源でつなぎ、地域の目標像に向かっ
て活動していくことです。

鴨川市は鴨川シーワールドなどの観光施設や
亀田総合病院などの医療機関があり、第３次産業
に従事されている方が多い地域。人口は35,480
人、高齢者人口（率）は11,754人（33.1％）、世帯
数は15,868世帯（一世帯あたり人数2.2人）。う
ち、｢安心生活創造事業モデル地区｣の江見地区の
高齢化率は38.9％。

地域では住民相互の連帯感が薄れ、生活課題を抱
える住民が増えていることが課題になっています。

行政と社協は同じ建物（鴨川市総合保健福祉会
館：ふれあいセンター）内にあり、１階に福祉事務
所（福祉課）と健康推進課、２階に市社協が入居。社
協は行政と協働し、一体となって地域福祉を推進
しています。社協職員は正規職員11名、総職員数
は66名です。

この住民自身が気づき、自覚し、つなぐ
活動＝｢ささえあい活動｣を行うことが、
福祉のまちづくりにつながると考えてい
ます。「つなぐ・つなげる・つながる」活動
を広めます
④取り組みの６つの柱
■みんなの力で生活上の困りごとを解決

しよう！
■みんなでつながり支えあおう！
■みんなで学びつなげあおう
■みんなで｢ささえあい活動＝地域福祉

活動｣をする担い手を育もう！
■一人ひとりが権利を意識し、みんなで

権利を守ろう！
■みんなの力で地域福祉活動を高めよう！

鴨川市社協「地域福祉活動計画」の基本理念 千葉県鴨川市の概況と鴨川市社協
デ ー タ

視察研修のようす



つ
な
ぐ
支
援
と
生
活
応
援
サ
ポ
ー
ト

な
ど
で
す
。メ
ン
バ
ー
は
市
・
社
協
共

催
の
養
成
講
座
の
受
講
者
で
す
。

安
心
生
活
創
造
事
業
モ
デ
ル
地
区

に
２
年
前
に
立
ち
上
げ
た「
サ
ロ
ン
み

ね
お
か
」（
月
１
回
、公
民
館
で
開
設
）

の
曽
呂
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

の
杉
本
巻
夫
氏
は「
支
え
る
側
、支
え

ら
れ
る
側
の
関
係
で
は
な
く
、住
民
同

士
が
お
互
い
さ
ま
で
支
え
合
う
仕
組

み
に
し
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

※
10
月
号
で
は
引
き
続
い
て「
先
進

地
視
察
研
修
」に
参
加
さ
れ
た
方
々

の
報
告
を
お
伝
え
し
ま
す
。

つなぐ・つなげる・つながる

3 パートナー

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
よ
り
拡
大

し
、総
合
相
談
と
併
せ
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
相
談
機
能
を
持
つ
社
会
福
祉
相

談
窓
口（
市
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
・
市

役
所
内
）が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。一
方
で
地

域
自
立
支
援
に
欠
か
せ
な
い
保
健
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
専
門
多
職
種
の
合
同
研
修
で

連
携
づ
く
り
も
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
地
域
福
祉
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
も
呼
べ
る
の
が
、生
活
支
援
・
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー「
な
の
花
サ
ポ
ー
タ
ー
」で

す
。市
は
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
、地
域

に
配
置
。社
協
は
地
域
福
祉
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
、人
材
育
成
に
力
を
入
れ
、社

会
福
祉
士
な
ど
有
資
格
者
の
採
用
と
配
置

に
努
め
ま
し
た
。

他
方
、行
政
か
ら
の
補
助
金
頼
み
で
は

な
く
、少
し
で
も
自
主
財
源
を
確
保
す
る

仕
組
み
づ
く
り（
開
発
・
確
保
）も
進
め
ら

れ
ま
し
た
。市
と
社
協
は
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
に
伴
い
、衰
退
し
て
い
く
地
域
資

源
の
夏
み
か
ん
に
着
目
。

な
の
花
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
が
商
品
化
し
た「
お
ひ
さ
ま
マ
ー
マ
レ

ー
ド
」「
お
ひ
さ
ま
ぽ
ん
酢
」は
、売
り
上
げ

の
一
部
が
寄
付
金
と
な
り
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
社
会
福
祉
と
は
関
わ
り
の
少
な
か
っ

た
分
野
・
領
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
が

育
っ
て
い
ま
す
。

市
健
康
推
進
課
長
の
牛
村
隆
一
氏
は

「
住
民
と
行
政
の
協
働
で
新
た
な
支
え
合

い（
地
域
づ
く
り
）に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。タ
テ
割
り
か
ら
課
・
係
を
越
え
た
横
断

的
な
連
携
体
制
で
、支
援
が
必
要
な
人
が

も
れ
な
く
カ
バ
ー
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を

図
り
ま
し
た
。社
協
は
住
民
と
行
政
を
つ

な
ぎ
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
最
も
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、市
は
地
域
福
祉

計
画
の
中
で
そ
の
役
割
を
明
確
し
て
い
ま

す
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
際
し
て

地
域
住
民
の
声
を
聞
い
た
と
こ
ろ

「
問
題
が
複
雑
な
場
合
、
ど
こ
に
相

談
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
の
声
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
拡

充
し
、
平
成
24
年
４
月
に
児
童
や
障

が
い
な
ど
の
相
談
を
一
か
所
で
受
け

ら
れ
る
「
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
職
員
は
保
健
師
や
社
会

福
祉
士
ら
８
名
体
制
。

本
年
４
月
か
ら
委
託
で
サ
ブ
セ
ン

タ
ー
「
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
天
津
小

湊
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
市
社
協
と
協
働
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

の
視
点
で
「
個
別
支
援
」（
児
童
、

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
の
困
り
ご

と
や
虐
待
な
ど
の
処
置
困
難
ケ
ー
ス

へ
の
対
応
。
課
題
を
整
理
し
て
関
係

各
部
署
に
つ
な
ぐ
）
と
、「
地
域
支

援
」（
住
民
、
地
区
社
協
、
サ
ロ
ン
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
民
生
委
員
、
専
門

職
な
ど
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、

住
民
に
分
か
り
や
す
い
総
合
相
談
支

援
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
実
績
は
６
２
４
件

（
高
齢
者
の
介
護
や
認
知
症
な
ど
５

１
５
件
、
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
な

ど
49
件
、
児
童
の
虐
待
な
ど
25
件
、

そ
の
他
（
Ｄ
Ｖ
を
含
む
）
53
件
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
主
任

保
健
師
の
田
中
和
代
氏
は
、「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
培
っ
た
チ

ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
が
幅
広
い
分
野

で
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
・
障

が
い
・
高
齢
者
な
ど
の
対
応
が
統
一

さ
れ
た
こ
と
で
、
支
援
方
針
・
役
割

分
担
が
明
確
化
し
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
専
門
職

同
士
の
つ
な
が
り
か
ら
、
支
援
の
幅

が
広
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
展
開

市
社
協
は
、モ
デ
ル
事
業
で
顔
の

見
え
る
つ
な
が
り
の
構
築
を
意
識
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
の
関
係
づ
く

り
か
ら
生
ま
れ
た
の
が「
つ
な
ぐ
・つ

な
げ
る
・つ
な
が
る
」仕
組
み
づ
く
り

で
す
。ま
た
、行
政
と
社
協
で
検
討
部

会
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、実
践

を
主
と
し
た
話
し
合
い
は
事
業
推
進

の
力
と
な
っ
て
お
り
、実
践
の
方
向
性

や
目
標
な
ど
が
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」設
置
後

は
、セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
支
援
先
が
つ

な
が
り
、「
点
」か
ら「
面
」へ
の
支
援
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
社
協
主
事（
社
会
福
祉
士
）の
髙

梨
美
代
子
氏
は「
社
協
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
６

人
お
り
、つ
な
ぐ
・
つ
な
げ
る
・
つ
な

が
る
活
動
が
市
全
体
に
広
が
る
よ
う

住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、引
き
出
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
、個
別

支
援
と
地
域
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。職
員
一
人
ひ
と
り
が
、つ
な
ぐ
・

つ
な
げ
る
・
つ
な
が
る
を
意
識
し
て

地
域
福
祉
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

市
社
協
の
安
心
・
継
続
し
て
暮
ら
せ
る
取
り
組
み

顔
の
見
え
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

鴨
川
市
に
は
旧
小
学
校
区
に
設
置

し
た
地
区
社
会
福
祉
協
議
会（
構
成
メ

ン
バ
ー
は
民
生
委
員
・児
童
委
員
、区

長
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、学
校
関
係
、老
人
ク
ラ

ブ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
）が
13

地
区
あ
り
、安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

現
在
、45
名
が
活
動
し
て
い
る
生

活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー「
な

の
花
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
役
割
は
、見
守

り
活
動
や
困
っ
て
い
る
方
と
窓
口
を

生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

「
な
の
花
サ
ポ
ー
タ
ー
」活
動

右は視察した「サロンみねおか」の活動のようす。左
は商品化した「マーマレード」「ぽん酢」。商品は自主
財源を確保する取り組みとあわせて、「つなぐ・つな
げる・つながる」福祉のまちづくり実践のアイテムと
なっています
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